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ネ
パ
ー
ル
の
首
都
カ
ト
マ

ン
ズ
で
は
四
月
六
日
以
後
、

主
要
七
政
党
が
呼
び
掛
け
た

民
主
化
を
要
求
す
る
抗
議
の

デ
モ
隊
と
治
安
当
局
と
の
衝

突
で
、
死
傷
者
が
出
た
。
こ

の
緊
急
事
態
に
ネ
パ
ー
ル
政

府
か
ら
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ネ
パ
ー
ル

支
部
に
対
し
て
、
医
療
支
援

の
要
請
が
あ
っ
た
。
抗
議
デ

モ
の
現
場
で
緊
急
対
応
し
た

の
は
、
赤
十
字
社
と
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ｘ
ビ
け
ビ
っ
ヒ
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
十
七
日
か
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ど
こ
ル
ヅ
で
ら
）

ネパール支部の活躍
応
急
処
置
と
し
て
傷
口
の
消
　
難
民
支
援
で
は
、
ソ
マ
リ

僧
や
傷
の
縫
合
、
骨
折
や
捻
　
ア
・
エ
チ
オ
ピ
ア
難
民
支
援

挫
部
位
の
固
定
（
添
え
木
）
　
　
（
ジ
ブ
チ
国
内
、
一
九
九
二

を
行
い
、
ま
た
鎮
痛
剤
や
抗
　
年
か
ら
医
師
派
遣
）
、
ア
フ

生
物
質
な
ど
医
薬
品
を
支
給
ガ
ン
難
民
支
援
（
九
八
－
九

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
九
年
）
の
ほ
か
、
コ
ヅ
ホ
。

　
二
〇
〇
四
年
十
二
月
二
十
　
チ
ェ
チ
ェ
ン
、
ル
ワ
ン
ダ
、

六
日
に
発
生
し
た
ス
マ
ト
ラ
バ
ン
ク
ラ
デ
シ
ュ
な
ど
。
自

島
沖
地
震
・
津
波
被
災
者
救
　
然
災
害
で
は
、
パ
キ
ス
タ
ン

援
活
動
に
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ネ
パ
　
北
部
地
震
（
二
〇
〇
五
年
）

Ｉ
ル
支
部
は
イ
ン
ド
の
チ
ェ
　
に
医
師
三
人
・
調
整
員
一

ン
ナ
イ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
　
人
、
イ
ン
ド
西
部
地
震
、
カ

バ
ン
ダ
ア
チ
ェ
の
二
力
国
に
　
ン
ホ
ジ
ア
・
メ
コ
ン
川
大
洪

医
療
チ
ー
ム
十
一
人
（
医
師
　
水
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
震
災

六
人
、
看
護
師
二
人
、
調
整
　
な
ど
で
あ
る
。

貝
三
人
）
を
派
遣
し
た
。
彼
　
第
四
代
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ネ
ダ
・
Ｉ

ら
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
多
国
籍
医
師
ル
支
部
長
の
ラ
メ
ッ
シ
ュ
・

団
の
中
核
。
世
界
の
屋
根
ヒ
　
ア
ー
チ
ェ
リ
ア
医
師
は
、
王

マ
ラ
ヤ
か
ら
、
紛
争
増
や
災
　
蚕
に
ペ
ー
ダ
ー
（
宇
宙
の
知

唇
匍
仁
駆
け
下
り
る
雀
ら
○
　
恵
）
を
清
義
す
る
ブ
ラ
ー
マ

多国籍医師団の中核に

　
過
去
の
実
績
を
紹
介
す
る
。
ン
（
カ
ー
ス
ト
制
度
の
僧
侶
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階
級
）
の
家
系
。
首
都
カ
ト

マ
ン
ズ
で
開
業
し
、
ネ
パ
ー

ル
医
師
会
事
務
局
長
の
重
責

も
担
う
。
一
九
九
五
年
か
ら

一
年
間
、
ア
フ
リ
カ
の
ア
ン

ゴ
ラ
難
民
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
し
て
く
れ
た
。

　
後
日
談
だ
が
、
本
部
に
は

内
証
で
看
護
師
の
奥
さ
ん
が

一
歳
の
赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
て
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保
健
教
育
活
動
に
頑
張
っ
て

く
れ
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
彼
の
思
量
深
い
発
言
に
は

万
釣
の
重
み
が
あ
り
、
私
の

知
恵
袋
で
も
あ
る
。
信
義
と

約
束
を
大
切
に
す
る
ネ
パ

ー

ル
支
部
の
構
成
員
の
大
多
数

が
ブ
ラ

ー

マ
ン
で
、
話
し
合

い
で
方
針
を
決
め
る
ヲ
ラ

ー

マ
ン
の
民
主
主
義
」
が
特
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民
主
化
要
求
デ
モ
で
負
傷
者
の

応
急
措
置
を
す
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ネ

パ
ー
ル
支
部
の
医
師
ら
（
左
）

＝
４
月
2
4
日
、
カ
ト
マ
ン
ズ
市

内
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
提
供
）
　
・

鴛
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ネ
パ
ー
ル
支
部

は
、
ネ
パ
ー
ル
国
内
で
は
著

名
な
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
。

カ
ト
マ
ン
ズ
以
外
で
は
唯
一

に
し
て
最
大
の
産
婦
人
科
と

小
児
科
を
持
つ
「
ネ
パ
ー
ル

子
ど
も
病
院
」
（
ブ
ト
ワ
ー
ル

市
）
と
、
国
連
難
民
高
等
弁

務
官
事
務
所
か
ら
委
託
を
受

け
た
ブ
ー
タ
ン
難
民
キ
ャ
ン

プ
の
後
方
支
援
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

病
院
」
（
ダ
マ
ッ
ク
市
）
を
運

営
し
て
い
る
。
こ
の
病
院
に

は
看
護
師
や
検
査
技
師
養
成

学
校
も
併
設
さ
れ
て
い
る
。

　
ネ
パ
ー
ル
支
部
の
夢
は

　
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ネ
パ
ー
ル
医
科

大
学
構
想
」
。
実
現
す
れ
ば

世
界
で
初
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
創
設
の

医
科
大
学
と
な
る
。
目
的
は

国
内
で
は
最
新
医
療
と
僻
地

医
療
、
海
外
で
は
紛
争
や
災

害
に
貢
献
す
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
多

国
籍
医
師
団
の
人
材
育
成

だ
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Λ
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
の
国
際
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
全
力
を
挙
げ
て
支
援

す
る
予
定
で
あ
る
。

　
援
助
を
受
け
る
側
に
も
プ

ラ
イ
ド
が
あ
る
。
ネ
パ
ー
ル

は
、
海
外
か
ら
の
援
助
総
額

が
政
府
予
算
の
五
⊥
ハ
割
。

国
家
が
貧
し
く
と
も
個
人
は

卑
し
く
な
い
。
医
師
と
し
て

の
倫
理
と
行
動
は
別
だ
。
「
款

え
る
命
が
あ
れ
ば
ど
こ
へ
で

も
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
対

し
、
ブ
ラ
イ
ド
を
懸
け
て
実

施
す
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ネ
パ
ー
ル

支
部
は
私
の
誇
り
で
あ
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
特
定
非
営
利

活
動
法
人
ア
ム
ダ
）
理
事
長
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こ
の
達
哉
は
厄
月
第
四
日

曜
日
に
掲
載
し
ま
す
。

ら
国
王
声
明
で
衝
突
が
沈
静

化
し
た
二
十
五
日
ま
で
、
カ

ト
マ
ン
ズ
串
内
で
巡
回
診
療

を
実
施
し
た
。
患
者
は
抗
議

デ
モ
の
参
加
者
、
治
安
当
局

○
双
方
。
盛
岡
診
療
ヂ
ー
ム

は
計
百
九
十
四
人
に
対
し
、
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